
受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

(記
き

入
にゅう

してください。)

問題
番号

解 答 番 号

No.

1

No.

2

No.

3

1 43

1 32

432

3

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

第
だい

二
に

次
じ

検
けん

定
てい

(必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

) 施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

択
たく

一
いつ

式
しき

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから始
はじ

めてください。

>注
ちゅう

意
い

?

1唖これは試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。�頁
ぺーじ

まであります。

2唖No. 1〜No. 10 まで 10 問
もん

題
だい

があります。

必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから 10 問
もん

題
だい

すべてに解
かい

答
とう

してください。

3唖解
かい

答
とう

は、別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

には、必
かなら

ず受
じゅ

検
けん

地
ち

、氏
し

名
めい

、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

し受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をマーク(ぬりつぶす)し

てください。

4唖解
かい

答
とう

の記
き

入
にゅう

方
ほう

法
ほう

はマークシート方
ほう

式
しき

です。

記
き

入
にゅう

例
れい

1 432 のうちから､正
せい

解
かい

と思
おも

う番
ばん

号
ごう

をHBまたはＢの黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

(シャープペンシルの場
ば

合
あい

は、なるべくしんの太
ふと

いもの)でマーク(ぬりつ

ぶす)してください。

ただし、�問
もん

題
だい

に�つ以
い

上
じょう

のマーク(ぬりつぶ

し)がある場
ば

合
あい

は、正
せい

解
かい

となりません。

5唖解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は、消
け

しゴムできれいに消
け

してマーク(ぬりつぶす)し直
なお

してください。

�級 二次



>No. 1? 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

において、工
こう

程
てい

、原
げん

価
か

および品
ひん

質
しつ

の一
いっ

般
ぱん

的
てき

な関
かん

係
けい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 日
にち

当
あ

たり施
せ

工
こう

量
りょう

を減
へ

らして工
こう

程
てい

を遅
おそ

くすると、単
たん

位
い

施
せ

工
こう

量
りょう

当
あ

たりの原
げん

価
か

は低
ひく

くなる傾
けい

向
こう

があ

る。

5� 最
もっと

も経
けい

済
ざい

的
てき

な単
たん

位
い

施
せ

工
こう

量
りょう

当
あ

たりの原
げん

価
か

は、最
さい

適
てき

な施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

による工
こう

程
てい

で施
せ

工
こう

したときのもの

である。

5� 品
ひん

質
しつ

を高
たか

めようとすると、単
たん

位
い

施
せ

工
こう

量
りょう

当
あ

たりの原
げん

価
か

は高
たか

くなる傾
けい

向
こう

にある。

5; 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

では、決
き

められた品
ひん

質
しつ

と工
こう

程
てい

を守
まも

り、できるだけ経
けい

済
ざい

的
てき

に工
こう

事
じ

を施
せ

工
こう

することが求
もと

め

られる。

>No. 2? 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

の日
にっ

程
てい

計
けい

画
かく

に関
かん

する次
つぎ

の◯1 〜◯3 の記
き

述
じゅつ

においてＡ〜Ｄに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

◯1 日
にっ

程
てい

計
けい

画
かく

では、各
かく

種
しゅ

工
こう

事
じ

に要
よう

する実
じつ

稼
か

働
どう

日
にっ

数
すう

­所
しょ

要
よう

作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

±を算
さん

出
しゅつ

し、この日
にっ

数
すう

が­Ａ±より

少
すく

ないか等
ひと

しくなるようにする必
ひつ

要
よう

がある。

◯2 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の作
さ

業
ぎょう

6時
じ

間
かん

当
あ

たりの­Ｂ±を施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

といい、6時
じ

間
かん

当
あ

たりの標
ひょう

準
じゅん

作
さ

業
ぎょう

量
りょう

に­Ｃ±

を乗
じょう

じて求
もと

めることができる。

◯3 施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

には、最
さい

大
だい

施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

、正
せい

常
じょう

施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

、平
へい

均
きん

施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

があり、このうち­Ｄ±は、施
せ

工
こう

機
き

械
かい

の製
せい

造
ぞう

者
しゃ

から示
しめ

される公
こう

称
しょう

能
のう

力
りょく

である。

­Ａ± ­Ｂ± ­Ｃ± ­Ｄ±

56 作
さ

業
ぎょう

可
か

能
のう

日
にっ

数
すう

運
うん

転
てん

時
じ

間
かん

作
さ

業
ぎょう

効
こう

率
りつ

最
さい

大
だい

施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

5� 契
けい

約
やく

工
こう

期
き

施
せ

工
こう

量
りょう

損
そん

失
しつ

時
じ

間
かん

正
せい

常
じょう

施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

5� 作
さ

業
ぎょう

可
か

能
のう

日
にっ

数
すう

施
せ

工
こう

量
りょう

作
さ

業
ぎょう

効
こう

率
りつ

最
さい

大
だい

施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

5; 契
けい

約
やく

工
こう

期
き

運
うん

転
てん

時
じ

間
かん

損
そん

失
しつ

時
じ

間
かん

正
せい

常
じょう

施
せ

工
こう

速
そく

度
ど

�級 二次1



>No. 3? 下
か

図
ず

のネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

に示
しめ

された工
こう

事
じ

のクリティカルパスとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

ただし、図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

のＡ〜Ｋは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

を、日
にっ

数
すう

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

56 ◯0→◯1→◯2→◯3→◯5→◯9

5� ◯0→◯1→◯2→◯4→◯5→◯9

5� ◯0→◯1→◯2→◯4→◯5→◯8→◯9

5; ◯0→◯1→◯6→◯7→◯8→◯9
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>No. 4? 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

に使
し

用
よう

する工
こう

程
てい

表
ひょう

とその特
とく

徴
ちょう

をまとめた下
か

表
ひょう

において、Ａ〜Ｄに該
がい

当
とう

する工
こう

程
てい

図
ず

表
ひょう

名
めい

の組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

工
こう

程
てい

図
ず

表
ひょう

名
めい

事
じ

項
こう

作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん 作

さ

業
ぎょう

に必
ひつ

要
よう

な

日
にっ

数
すう

作
さ

業
ぎょう

の進
しん

行
こう

度
ど

合
あ

い

工
こう

期
き

に影
えい

響
きょう

する作
さ

業
ぎょう

­Ａ± 不
ふ

明
めい

不
ふ

明
めい

明
めい

瞭
りょう

不
ふ

明
めい

­Ｂ± 曖
あい

昧
まい

明
めい

瞭
りょう

曖
あい

昧
まい

不
ふ

明
めい

­Ｃ± 明
めい

瞭
りょう

明
めい

瞭
りょう

明
めい

瞭
りょう

明
めい

瞭
りょう

­Ｄ± 不
ふ

明
めい

不
ふ

明
めい

明
めい

瞭
りょう

不
ふ

明
めい

­Ａ± ­Ｂ± ­Ｃ± ­Ｄ±

56 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

バーチャート ネットワーク式
しき

ガントチャート

5� ネットワーク式
しき

ガントチャート バーチャート 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

5� バーチャート 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

ガントチャート ネットワーク式
しき

5; ガントチャート ネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

バーチャート

>No. 5? 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

予
よ

防
ぼう

および熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

の疑
うたが

いがある場
ば

合
あい

の応
おう

急
きゅう

措
そ

置
ち

に関
かん

する

次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

では、発
はっ

注
ちゅう

工
こう

事
じ

の予
よ

定
てい

価
か

格
かく

の積
せき

算
さん

において、熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

予
よ

防
ぼう

に係
かか

る経
けい

費
ひ

を現
げん

場
ば

環
かん

境
きょう

改
かい

善
ぜん

費
ひ

の中
なか

で計
けい

上
じょう

している。

5� 自
じ

分
ぶん

で水
すい

分
ぶん

の摂
せっ

取
しゅ

ができないときは、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

へ搬
はん

送
そう

することを最
さい

優
ゆう

先
せん

で行
おこな

う。

5� 暑
あつ

さ指
し

数
すう

­WBGT値
ち

±の計
けい

測
そく

器
き

を現
げん

場
ば

職
しょく

長
ちょう

が携
けい

帯
たい

するなどして、熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

の危
き

険
けん

度
ど

を監
かん

視
し

す

る。

5; 自
じ

覚
かく

症
しょう

状
じょう

の有
う

無
む

にかかわらず定
てい

期
き

的
てき

に水
すい

分
ぶん

を摂
せっ

取
しゅ

し、塩
えん

分
ぶん

はできるだけ採
と

らないようにす

る。
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>No. 6? 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

管
かん

理
り

における安
あん

全
ぜん

対
たい

策
さく

に関
かん

する次
つぎ

の◯1 〜◯3 の記
き

述
じゅつ

においてＡ〜Ｄに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

◯1 工
こう

事
じ

は安
あん

全
ぜん

対
たい

策
さく

を含
ふく

む施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

に基
もと

づき進
すす

めるとともに、現
げん

場
ば

の状
じょう

況
きょう

および­Ａ±をよく把
は

握
あく

することで、安
あん

全
ぜん

対
たい

策
さく

を適
てき

切
せつ

に実
じっ

施
し

することができる。

◯2 ­Ｂ±、­Ｃ±を明
めい

確
かく

にしたうえで、工
こう

事
じ

関
かん

係
けい

者
しゃ

と情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

する体
たい

制
せい

を確
かく

立
りつ

することで、安
あん

全
ぜん

対
たい

策
さく

を適
てき

切
せつ

に実
じっ

施
し

することができる。

◯3 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を用
もち

いる作
さ

業
ぎょう

の­Ｄ±には、関
かん

係
けい

作
さ

業
ぎょう

員
いん

に対
たい

して、従
じゅう

事
じ

する作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

について教
きょう

育
いく

茜指
し

導
どう

を行
おこな

う。

­Ａ± ­Ｂ± ­Ｃ± ­Ｄ±

56 工
こう

程
てい

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

内
ない

容
よう

指
し

揮
き

命
めい

令
れい

系
けい

統
とう

開
かい

始
し

後
ご

5� 作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

の状
じょう

態
たい

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

体
たい

制
せい

指
し

揮
き

命
めい

令
れい

系
けい

統
とう

開
かい

始
し

前
まえ

5� 作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

の状
じょう

態
たい

請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

内
ない

容
よう

契
けい

約
やく

工
こう

期
き

開
かい

始
し

後
ご

5; 工
こう

程
てい

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

体
たい

制
せい

契
けい

約
やく

工
こう

期
き

開
かい

始
し

前
まえ

>No. 7? 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に用
もち

いられるヒストグラムを示
しめ

した下
か

図
ず

のＡ〜Ｃに当
あ

てはまる用
よう

語
ご

の組
くみ

合
あわ

せと

して次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

­Ａ± ­Ｂ± ­Ｃ±

56 度
ど

数
すう

品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

ゆとり

5� 度
ど

数
すう

品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

バラツキ

5� 品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

度
ど

数
すう

ゆとり

5; 品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

度
ど

数
すう

バラツキ
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>No. 8? 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 ヒストグラムは、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

における測
そく

定
てい

値
ち

のバラツキを把
は

握
あく

する方
ほう

法
ほう

として多
おお

く用
もち

いられる統
とう

計
けい

手
しゅ

法
ほう

である。

5� 管
かん

理
り

値
ち

は、所
しょ

要
よう

の品
ひん

質
しつ

を確
かく

保
ほ

できる範
はん

囲
い

において、目
もく

標
ひょう

値
ち

を中
ちゅう

心
しん

に多
た

少
しょう

のバラツキを考
こう

慮
りょ

し

た余
よ

裕
ゆう

のある上
じょう

限
げん

値
ち

と下
か

限
げん

値
ち

とする。

5� 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を行
おこな

う対
たい

象
しょう

項
こう

目
もく

­品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

±は、工
こう

程
てい

に対
たい

して処
しょ

置
ち

がとりやすく、完
かん

成
せい

後
ご

に結
けっ

果
か

が判
はん

定
てい

できるものを選
せん

定
てい

する。

5; ヒストグラムは、品
ひん

質
しつ

のデータの分
ぶん

布
ぷ

状
じょう

態
たい

がひと目
め

でわかる利
り

点
てん

があるが、時
じ

間
かん

的
てき

変
へん

動
どう

の情
じょう

報
ほう

は把
は

握
あく

できない。

>No. 9? 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における騒
そう

音
おん

茜振
しん

動
どう

対
たい

策
さく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

56 工
こう

事
じ

の作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

は、できるだけ地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

の生
せい

活
かつ

に影
えい

響
きょう

の少
すく

ない時
じ

間
かん

帯
たい

とする。

5� ブルドーザによる掘
くっ

削
さく

運
うん

搬
ぱん

作
さ

業
ぎょう

における騒
そう

音
おん

は、速
そく

度
ど

が遅
おそ

くなるほど大
おお

きくなる。

5� 電
でん

気
き

を動
どう

力
りょく

とする設
せつ

備
び

は、可
か

能
のう

な限
かぎ

り発
はつ

動
どう

発
はつ

電
でん

機
き

の使
し

用
よう

を基
き

本
ほん

に検
けん

討
とう

する。

5; 鋼
こう

矢
や

板
いた

の打
うち

込
こ

み、引
ひき

抜
ぬ

きのバイブロハンマ工
こう

法
ほう

は、騒
そう

音
おん

茜振
しん

動
どう

低
てい

減
げん

に有
ゆう

効
こう

な工
こう

法
ほう

のひとつであ

る。

>No. 10? 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における騒
そう

音
おん

茜振
しん

動
どう

対
たい

策
さく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはど

れか。

56 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の作
さ

業
ぎょう

待
ま

ちの時
とき

には、建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

のエンジンをできる限
かぎ

り止
と

めるなど騒
そう

音
おん

、振
しん

動
どう

を発
はっ

生
せい

させないようにする。

5� バックホウなどによる掘
くっ

削
さく

は、衝
しょう

撃
げき

力
りょく

による施
せ

工
こう

を避
さ

け、無
む

理
り

な負
ふ

荷
か

をかけない。

5� 騒
そう

音
おん

茜振
しん

動
どう

対
たい

策
さく

を講
こう

じた定
てい

置
ち

式
しき

の空
くう

気
き

圧
あっ

縮
しゅく

機
き

や発
はつ

動
どう

発
はつ

電
でん

機
き

は、人
じん

家
か

等
とう

に近
きん

接
せつ

した場
ば

所
しょ

に設
せっ

置
ち

し、夜
や

間
かん

は稼
か

働
どう

させない。

5; 振
しん

動
どう

力
りょく

、衝
しょう

撃
げき

力
りょく

によって締
し

め固
かた

めるローラを使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、種
しゅ

類
るい

の選
せん

定
てい

、作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

帯
たい

の

設
せっ

定
てい

などについて十
じゅう

分
ぶん

留
りゅう

意
い

する。

�級 二次5


